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地地地球球球ののの温温温暖暖暖化化化ににに備備備えええるるる   
～ 温暖化適応、海藻、サンゴ、農業 ～ 

 

日時：１１月３０日（土）13：00 ～ 16：0０ 

場所：高知大学物部キャンパス（農学部５－１教室） 

参加：無料（事前申込み不要、無料駐車場あり） 

 

 

シクラメン等の農産物販売(13:00～) 

 

 

 

 

主催 物部キャンパスフォーラム実施委員会 

共催 高知大学農学部後援会 

後援 高知県、南国市、高知市、大豊町、香南市、 

香美市、南国市教育委員会、高知県商工会議所 

連合会、高知県農業協同組合中央会、高知県森林 

組合連合会、高知県漁業協同組合連合会、高知県 

園芸農業協同組合連合会 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ ロ グ ラ ム 

■ 講演（13：１0 ～ 1５：2０（ 各講演約３０分 質疑応答を含む ）） 

開会の挨拶 高知大学農学部副学部長 岩崎 貢三 

「現在(いま)を知り、未来(さき)へ備える」 高知大学総合科学系黒潮圏科学部門 准教授 久保田 賢 

「高知県における温暖化による海藻群落の変化と対策」 高知県水産試験場 田井野 清也 

「高知県沿岸海域における造礁サンゴ類の分布拡大の現状と課題」 黒潮生物研究所 目﨑 拓真 

「農地から温暖化を考えるー有機農業と温暖化―」 高知大学自然科学系農学部門 准教授 宮崎 彰 

 

■ パネルディスカッション（15 : 3０ ～ 16: 00） 

 会場の皆様のご意見もお聞きしながら、講師と司会者によるディスカッションを行います。 

     司会：大嶋 俊一郎(高知大学総合科学系黒潮圏科学部門 教授)  

  パネリスト：久保田 賢、田井野 清也、目崎 拓真、宮﨑 彰 

ご あ ん な い 

地球温暖化は、われわれの生活に様々な影響を与えはじめていることを皆様方も少なからず実感されているこ

とと思います。人と自然の接点が生産の場となっている第１次産業（水産業、農業など）では温暖化の影響への対

応が余儀なくされています。今回の物部フォーラムでは、地球温暖化にいかに対処（適応）するべきかをご来場の

皆様方と考えることにしたいと思います。 

お問い合わせ先 高知大学 総務部 物部総務課 総務係（〒783-8502 南国市物部乙 200） 

電話：088-864-5112,5114  FAX：088-864-5200  E メール：km03@kochi-u.ac.jp 


